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武道授業 実践の概要紹介 北見市

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　
　

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
最
大
の
都
市
・
北
見
市
は
、
平
成
18
年
３
月
５
日
、
旧
北
見
市
、

端
野
町
、
常
呂
町
、
留
辺
蘂
町
が
合
併
し
誕
生
し
ま
し
た
。
北
海
道
の
東
部
に
位

置
し
て
お
り
、
人
口
は
12
万
５
千
人
で
す
。
面
積
は
１
４
２
７
・
５
６
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
北
海
道
内
で
は
第
１
位
、
全
国
で
第
４
位
の
広
さ
で
す
。

北
見
市
に
お
け
る

中
学
校
武
道
必
修
化
に
向
け
た
取
組

―
―
剣
道
の
授
業
実
践
を
通
し
て
―
―

北
見
市
教
育
委
員
会

1

北
見
市
の
概
要

　

四
季
折
々
の
鮮
や
か
な
自
然
と
ゆ
と

り
あ
る
都
市
空
間
を
有
す
る〝
北き
た

見み

〟。

美
し
く
広
大
な
田
園
が
広
が
る
〝
端た
ん 

野の

〟。
日
本
有
数
の
ホ
タ
テ
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
、
日
本
初
の
屋
内
カ
ー
リ

ン
グ
専
用
の
ホ
ー
ル
が
建
て
ら
れ
、

多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
産
み
、

映
画
「
シ
ム
ソ
ン
ズ
」
の
舞
台
に
も
な

っ
た
〝
常と
こ
ろ呂
〟。
北
海
道
屈
指
の
温
泉 

郷
、
お
ん
ね
ゆ
温
泉
が
あ
る
〝
留る

辺べ 

道
で
起
こ
り
や
す
い
事
故
や
指
導
上
の

留
意
点
を
主
な
内
容
と
し
て
、
北
見
市

柔
道
協
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
実
技
を
交
え
た
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
講
習
会
は
引
き
続
き
24
年
度

も
実
施
す
る
こ
と
に
加
え
、
25
年
度
か

ら
は
、
北
見
市
の
武
道
の
安
全
指
導
の

事
業
と
し
て
、
外
部
講
師
の
派
遣
を
柔

道
協
会
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

各
学
校
の
柔
道
の
授
業
に
専
門
家
が

毎
時
間
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
し

て
入
り
、
安
全
指
導
の
徹
底
と
、
教
員

の
資
質
向
上
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
有
段
者
が
少
な
い
「
剣
道
の

安
全
指
導
」
講
習
会
も
24
年
度
か
ら
実

施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

剣
道
の
講
習
会
は
、
市
内
の
有
段
者

の
校
長
と
剣
道
の
先
進
的
な
実
践
校
で

あ
る
端
野
中
学
校
の
教
諭
を
講
師
に
迎

え
ま
し
た
。

　

端
野
中
学
校
の
授
業
の
具
体
的
な
方

法
と
安
全
指
導
に
つ
い
て
、
実
技
を
交

え
な
が
ら
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

2

北
見
市
の
教
育

3

安
全
へ
の
取
組

　

北
見
市
の
学
校
教
育
推
進
の
基
本
理

念
と
し
て
「
自
ら
夢
や
希
望
の
実
現
に

努
め
、
ふ
る
さ
と
北
見
に
誇
り
を
も

ち
、
心
豊
か
に
、
と
も
に
支
え
合
っ
て

生
き
る
子
ど
も
の
育
成
」
と
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
教
員
の
資
質

向
上
が
不
可
欠
で
あ
る
と
捉
え
、
各
種

の
独
自
の
研
修
会
を
開
催
し
な
が
ら
、

教
育
行
政
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
は
、
中
学
校
新
学
習
指

導
要
領
の
完
全
実
施
に
伴
い
、
武
道
授

業
の
導
入
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
方
策

を
検
討
し
、
柔
道
・
剣
道
の
安
全
指
導

研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

北
見
市
内
中
学
校
の
武
道
の
選
択
に

つ
い
て
は
、
16
中
学
校
の
う
ち
、
10
校

が
剣
道
、
５
校
が
柔
道
、
１
校
が
相
撲

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

⑴
実
態
調
査

　

平
成
24
年
度
当
初
、
市
内
の
武
道
の

有
段
者
数
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
実
施
校
が
10
校
と
一

番
選
択
が
多
い
剣
道
の
有
段
者
が
極
め

て
少
な
く
、
指
導
経
験
も
浅
い
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

⑵
安
全
講
習
会
と
授
業
へ
の
講
師
派
遣

　

必
修
化
に
向
け
た
安
全
指
導
の
取
組

は
、平
成
23
年
の「
柔
道
の
安
全
指
導
」

講
習
会
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
各
学

校
の
保
健
体
育
担
当
教
諭
に
対
し
、
柔

８
５
８
）、
こ
の
流
域
を
探
検
し
た
松ま
つ

浦う
ら

武た
け

四し

郎ろ
う

は
『
戊ぼ

午ご

登と

古こ

呂ろ

日に
っ

誌し

』
に

当
時
の
様
子
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
明
治
30
年
（
１
８
９
７
）
５
月
に

坂さ
か

本も
と

龍り
ょ

馬う
ま

の
甥
、
坂さ

か

本も
と

直な
お

寛ひ
ろ

が
率
い
る

高
知
県
の
移
民
団
、
北ほ
っ

光こ
う

社し
ゃ

が
入
地
、

同
年
６
月
と
翌
31
年
９
月
に
は
屯
田
歩

兵
第
４
大
隊
が
入
地
、
開
拓
の
主
力
と

な
り
ま
し
た
。

　

４
つ
の
地
域
の
合
併
に
伴
い
、「
ひ

と
・
ま
ち
・
自
然
き
ら
め
く
オ
ホ
ー
ツ

ク
中
核
都
市
」
を
目
指
し
、
新
し
い
歴

史
が
始
ま
り
ま
し
た
。

蘂し
べ

〟
の
、
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
に
あ
ふ
れ
た

４
つ
の
地
域
が
一
つ
に
な
っ
た
ま
ち
で

す
。

　

当
市
に
は
、
大
雪
山
系
を
源
と
す
る

常
呂
川
が
流
れ
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
注

ぎ
、
そ
の
流
域
は
豊
か
な
山
の
幸
、
海

の
幸
に
恵
ま
れ
、
太
古
の
昔
か
ら
人
々

が
暮
ら
し
、
近
世
に
は
河
口
に
漁
場
の

番
屋
が
置
か
れ
ま
し
た
。安
政
５
年（
１

市内の屋内カーリング専用ホール
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本時の展開 

項事意留、価評りわかかの師教動活の徒生と容内習学

１ あいさつ 

・ウォーミングアップ、剣道具の準備 

・正しい礼法であいさつを行う。（正座～座礼）

２ 学習内容の確認 

・本時の学習内容を知る。  

・様子を観察し生徒の健康チェック 

を行う 

・各場所、課題を確認する。 

３ ローテーションで簡易試合 

 ・時間で区切り、二人一組でローテーションを

しながら、それぞれの活動を協力して行う。

・効率よく動けるよう声かけをする 

・技能の習得の助言や指導を行う 

・安全面の確認と指示をする 

・一本になる条件を 

留意させる 

・剣道具、竹刀を丁寧 

に扱わせる 

・技を選択させ安全に 

留意し、積極的に練 

習させる 

・試合をよく観察させ、 

記録やまとめを記入 

させる 

・積極的に判断し、旗 

を上げさせる 

・見える位置に動くよ 

う促す 

・剣道具、竹刀を丁寧に 

扱わせる 

・安全に装着するよう、 

互いに確認する 

＊安全面の配慮 

■簡易試合の中で、

相手を尊重した態

度で礼ができる

【関心・意欲・態

度】観察 

■基本動作と基本的

な技を用いて、攻

防ができた【運動

の技能】観察 

■試合の反省を基

に、次の試合に向

けての技を選択し

て練習することが

できる【思考・判

断】観察 

４ 本時のまとめ 

・本時を振り返る 

５ 次時の確認 

・各活動場所の取り組みを評価する。

礼法を大切に、習得した技を使いながら簡易試合をしよう！ 

～面で一本を決めよう～ 

(1)簡易試合  

①試合の終始の礼を丁寧に行い、相手を尊重した態度を忘 

れない 

②大きな声を出し、前時までに習得した技を積極的に使う 

③審判の判断や指示を聞き、試合を行う

(5)審 判 「声がしっかり出ているか」（気） 

「打突部位に竹刀が当たっているか」（剣） 

「前に踏み込んでいるか」（体） 

(3)自由練習 ・試合の反省を基に、次の試合に向けての

技を選択して積極的練習する

(4)記 録 ①試合者が一本を取得した回数を記入する 

②試合終了後、気剣体の項目を評価し試合 

者に返す 

(2)剣道具を外す ・素早く剣道具を外す 

(6)剣道具の着装 ①素早く剣道具を着装する 

②お互い協力しながら着装する 

⑴
単
元
の
目
標 

○
相
手
を
尊
重
し
、
伝
統
的
な
行
動
の

仕
方
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。（
関

心
・
意
欲
・
態
度
）

○
課
題
に
応
じ
て
、
練
習
方
法
を
工
夫

し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。（
思
考
・

判
断
）

○
基
本
動
作
と
基
本
的
な
技
を
用
い
て

攻
防
を
展
開
で
き
る
。（
技
能
）

○
剣
道
の
特
性
や
伝
統
的
な
考
え
方
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
知
識
・

理
解
）

⑵
単
元
の
計
画
（
下
図
）

⑶
単
元
の
評
価
規
準 

運 

動
や
健
康
・
安
全
へ
の
関
心
・

意
欲
・
態
度

・
礼
儀
作
法
が
で
き
る

・
危
険
な
動
作
を
し
な
い
こ
と

や
、
用
具
や
場
所
な
ど
の
安
全

面
に
気
を
配
る
こ
と
が
で
き
る

運
動
や
健
康
・
安
全
へ
の
思
考
・

判
断

・
場
に
応
じ
て
速
や
か
に
活
動
し

て
い
る

・
練
習
方
法
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
運
動
の
技
能

・
基
本
動
作
と
基
本
的
な
技
を
用

い
て
攻
防
が
で
き
る
。

⇨
声
が
し
っ
か
り
出
て
い
る（
気
）

⇨
打
突
部
位
に
竹
刀
が
当
た
っ
て

い
る
。（
剣
）

⇨
前
に
踏
み
込
ん
で
い
る
（
体
）

健
康
・
安
全
へ
の
知
識
・
理
解

・
技
の
名
称
や
試
合
に
お
け
る
ル

ー
ル
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

単　元　の　計　画

時数 １          ～           ６    ～    ⑧  ～    １０

基本動作：・礼 ・構え ・蹲踞 ・

足さばき ・素振り ・踏み込み

剣道具の着装、結束 

基本的な技の習得： 

・一本打ちの技 ・連続技  

払い技 ・抜き技 

 審判・ルール 

 簡易試合 

4

剣
道
の
授
業
の
実
際

（
端
野
中
学
校
１
学
年
）

剣道授業で剣道具を説明する教師

⑷
本
時
の
学
習
（
８
／
10
）

①
本
時
の
目
標

○
簡
易
試
合
の
中
で
、
相
手
を
尊
重
し

た
態
度
で
礼
が
で
き
る
。（
関
心
・

意
欲
・
態
度
）

○
試
合
の
反
省
を
基
に
、
次
の
試
合
に

向
け
て
の
技
を
選
択
し
て
練
習
す

る
こ
と
が
で
き
る
。（
思
考
・
判
断
）

○
基
本
動
作
と
基
本
的
な
技
を
用
い

て
、攻
防
が
で
き
る
。（
運
動
の
技
能
）

②
本
時
の
展
開
（
次
頁
）
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こ
の
よ
う
な
取
組
を
授
業
の
中
で
日

常
的
に
行
い
、
基
本
的
技
能
の
習
得
の

徹
底
を
図
り
、武
道
と
し
て
の「
剣
道
」

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
指
導
に
心
が
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
こ
と
が
安
全
指
導
に
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

　

武
道
は
、
武
技
、
武
術
な
ど
か
ら
発

生
し
た
我
が
国
固
有
の
文
化
で
あ
り
、

基
本
的
な
動
作
や
技
を
身
に
付
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
相
手
の
動
き
に
応
じ

て
、
攻
撃
や
防
御
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
相
手
を
尊
重
し
、
練
習
や
試
合

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
伝
統
的

な
考
え
方
や
思
想
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

武
道
の
授
業
は
、
礼
節
を
重
ん
じ
る

こ
と
、
謙
虚
で
あ
る
こ
と
、
社
会
に
貢

献
す
る
こ
と
等
、
武
道
な
ら
で
は
の
教

5

お
わ
り
に

別　図 ⑸
剣
道
授
業
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

　

一
人
一
人
に
確
か
な
技
術
の
習
得
を

培
う
指
導
の
基
盤
は
、
生
徒
が
進
ん
で

学
習
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
基
本
で

す
。
別
図
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
通
し
、

生
徒
自
身
で
学
習
到
達
度
を
評
価
す
る

こ
と
は
、
目
標
設
定
の
た
め
の
実
態
把

握
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

育
的
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
後
も
生
徒
の
健
全
育
成
に
寄
与
で

き
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
を
、
専
門
的

な
方
々
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
構

築
し
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

生徒に審判を務めさせての簡易試合の授業

教師の説明を正座して聞く
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